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市政だより
人口の動き

3月 1日現在 前月比

人口計 67 ，9 5 3 十 20 

男 32，772 十 16 

女 3 5，1 8 1 + 4 

世帯数 19，8 0 9 +20 
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(西大村幼稚園)

4屈指岳町 号初日夕日~~~
一市立幼稚園卒園式

3月23日 今日は私芝ちの卒園式です

入場するときに 俸ガコチコチになって 手と足ガいっしょに出ていきました

一人ひとり 冨長先生から 卒園証書をいだだきましだ。

もうすぐオ 年生です

あ兄ちゃんあ姉ちゃんといっしょに 学校に行くのが楽しみです

学校では もっとだくさん友だちをつくろうと思います
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市議会議員選挙 4月24日
市長選挙 選挙管理委員会

午前ア鰐~午後6時(午前ア時にサイレンを鳴らします) 常二iu

4月↑08

…
投
票
所
入
場
券
…

投
票
所
入
場
券
は
、
県
議
選
挙

分
に
つ
い
て
は
3
月
却
日
頃
、
市

議
、
市
長
選
挙
分
に
つ
い
て
は
4

月
U
日
頃
、
そ
れ
ぞ
れ
郵
便
に
よ

り
、
皆
さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。

入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、
選

挙
管
理
委
員
会
、
ま
た
は
各
出
張

所
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
近
市
内
で
住
所
の
移

動
を
さ
れ
た
人
は
、
名
簿
の
移
し

が
え
が
で
き
な
い
人
も
あ
り
ま
す

の
で
入
場
券
を
よ
く
確
か
め
て
、

記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
入
場
券
を
紛
失
さ
れ
た

人
は
、
投
票
所
の
受
付
係
に
・
申
し

出
て
下
さ
い
。
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
再
交
付
し
ま
す
。

…
不
在
者
投
票

…

の

活

用

を

投
票
日
当
日
、
や
む
を
得
な
い

用
務
や
病
気
な
ど
で
ど
う
し
て
も

投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

県
鶴
選
挙

3
月
却
日
ω
i
4
月
9
日
出

市
.
-
市
長
選
挙

町
づ
く
り

4
月
M
日
同
1
4
月
幻
自
由

時
間
午
前
8
時
泊
分
1
午
後

5
時

(土

・
日
曜
を
含
む
)

不
在
者
投
票
を
す
る
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

(
別
館
1
階
)

…
投
票
用
紙
に
は
…

一

正

し

く

一

一
ハ
ツ
キ
リ
と

H

三

せ
っ
か
く
投
票
し
た
も
の
が
、

無
効
と
な
っ
て
は
、
投
票
し
な
か

っ
た
の
と
閉
じ
結
果
に
な
り
ま
す
。

貴
重
な
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い

まの・た
し 氏・め
よ 名 ・に
うだ・、
。け・投・

を・票-
ハ・用・
ツ・紙・
キ・に-
リ・は・
と候・
書補・
き者・

開

票

県
議
選
挙

4
月
刊
日
日
午
後
7
時
却
分

市
議
・
市
長
選
挙

4
月
M
日

日

午
後
7
時
初
分

場
所

市
民
体
育
館

お
願
い
参
観
さ
れ
る
と
き
は
、

事
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
ご
協

力
下
き
い
。

明
る
い
選
挙
は
み
ん
な
の
力
で

ー
大
村
市
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
開
催
|

3
月
刊
日
、

コ
ミ
ユ
一
一
一
ア
イ

セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
決
議

文
の
採
択
な
ど

‘
が
行
わ
れ
ま
し

た。
今
回
の
選
挙

h

で
は
、
こ
の
主

一
旨
を
生
か
し
て

い
明
る
く
正
し
い

一
選
挙
が
行
わ
れ

J

る
よ
う
、
み
ん

一
な
で
心
が
け
ま

し
ょ
〉
フ
。

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

決

議

※ 

下
水

道鰭鎌員選挙
築

主投票時間

伸
ば
そ
っ

文

選
挙
は
民
主
政
治
の
基
盤
で
あ
り
、
民
主
政
治
の
健
全
な
発

展
を
期
す
る
疋
め
に
は
、
選
挙
が
明
る
く
き
れ
い
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
悪
質
な
選
挙
違
反
ガ
依
然
と
し
て
残
っ
て

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
る
。

今
春
4
月
に
は
、
わ
れ
わ
れ
に
最
も
身
近
な
地
方
選
挙
す
が
あ

い
つ
い
で
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
選
挙
を
明
る
く
き
れ
い
な

も
の
に
す
る
だ
め
に
は
、
候
補
者
及
び
選
挙
運
動
関
係
者
の
良

識
あ
る
行
動
は
勿
論
¥
わ
れ
わ
れ
す
べ
て
が
育
権
者
と
し
て
の

自
覚
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
本
巴
大
村
市
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
に

集
い
、
来
る
べ
き
地
方
選
挙
に
当
つ
て
は
、
選
挙
違
反
を
根
絶

し
だ
明
る
い
選
挙
実
現
の
定
め
に
次
の
こ
と
を
決
議
し
、
こ
れ

を
育
権
者
及
び
選
挙
運
動
関
係
者
に
強
く
訴
え
て
い
く
も
の
で

あ
る
。

一
、
育
権
者
に
あ
っ
て
は
、
主
権
者
と
し
て
の
意
識
に
徹
し
、

政
党
や
候
補
者
の
主
義
・
主
張
を
十
分
に
見
き
わ
め
て
、
自

覚
と
語
り
を
も
っ
て
棄
権
す
る
こ
と
な
く
自
由
な
意
思
で
貴

重
な
一
票
を
投
ず
る
こ
と
。

二
、
候
補
者
及
び
選
挙
運
動
関
係
者
は
、
育
権
者
に
対
し
て
そ

の
主
義
・
主
張
を
正
々
堂
々
と
訴
え
、
選
挙
の
ル
l
ん
に
の

っ
と
っ
て
、
き
れ
い
な
選
挙
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
。

三
、
選
挙
の
公
正
を
害
す
る
買
収
、
供
応
や
事
前
運
動
な
ど
の

悪
質
な
選
挙
犯
罪
を
は
じ
め
、

一
切
の
選
挙
違
反
を
排
除
す

る
こ
と
。

石
決
議
す
る

昭
和
田
年
3
月
叩
白

大
村
市
明
る
い
選
挙
推
進
大
会

ご
協
力
を
お
願



※
市
民
交
通
傷
害
保
険
受
付
中

(
生
活
環
境
課
・
各
出
張
所
)

昭和58年 4月1日
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勺

水
ぬ
る
む
春
、
新
学
期
も
も
っ

す
ぐ
。
ど
の
ご
家
庭
で
も
、
希
望

に
胸
ふ
く
ら
む
季
節
で
す
ね
。
し

か
し
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が

交
通
事
故
で
す
。

毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
幼

児
や
児
童
・
生
徒
の
交
通
事
故
が

増
加
し
、
各
地
で
幼
い
尊
い
命
が

失
わ
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
新
入
学
を
迎
、
え
る
子

ど
も
達
は
、
通
学
し
は
じ
め
る
と

と
も
に
行
動
範
囲
は
ぐ
ん
と
広
が

り
ま
す
。

し
か
し
子
ど
も
の
場
合
、
新
し
い

環
境
へ
の
適
応
力
が
な
か
な
か
伴

むおお市政だより(3) 

故
防
止
は
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

皆
き
ん
、
ま
ず
大
人
が
手
本
を

示
し
、
り
っ
ぱ
な
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

一
ご
家
庭
で
気
を
つ
け
て
一

一

あ

げ

ま

し

ょ

う

一

台
毎
朝
笑
顔
で
送
り
だ
そ
っ

命
芯
れ
物
を
し
な
い
よ
う
注
意
し

ト
小
、
っ

命

「ひ
と
声
」
か
け
合
う
思
い
や

り
を
持
と
つ

命
登
校
時
間
に
余
裕
を
持
た
せ
よ

命命
を雨出つ

グ〉 カミ
日け
はる
身間
軽際
でに
明し
る か
いら
服な
装い

市
営
古
賀
島
ア
パ
ー
ト
が
完
成

入
届
省
省
事
通

所
在
地

古
賀
島
町
出
番
地

構

造

耐

火

構

造

4
階
建

間
取
り

6
畳
3
間
(
和
2
・
洋

-
)
、

D
K
、
浴
室、

ト
イ
レ

(
洋
式
水
洗
)

家
賃

二
万
二
千
五
百
円
(
予
定
)

敷

金

家

賃

の
3
か
月
分

戸
数

3
・
4
階
の
み
9
戸

申
込
期
間4

月
4
日
間
1
日
日
幽

申
込
・
問
合
せ
先

建
築
課
住
宅
係

飼
い
犬

は
、
年
l

回
の
登
録

と
6
か
月

ご
と
に
狂

犬
病
の
予

防
注
射
を

受
け
る
よ

う
、
義
務

づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

対
象

生
後
旧
日
以
上
の
犬

手
数
料

l
頭
三
千
三
百
十
円

お
願
い
O
犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で

つ
な
い
で
き
て
下
さ
い。

O
人
を
か
む
恐
れ
の
あ
る
犬
は
、

必
ず
口
輪
を
つ
け
て
下
さ
い
。

ぽ

O
登
録
と
注
射
が
済
ん
だ
ら
必
ず

一

首
輪
に
鑑
札
を
つ
け
て
下
さ
い
。
…

O
当
日
は
、
つ
り
銭
が
い
ら
な
い

内i
ょ
う
ご
協
力
下
さ
い
。

み
ん
な
で

づ1;;'" 1/ 

-ー 一環据恵理 圏 構 醤護 対 T
7丸 山 明 空襲 警か

の がを ① ① で長い 蚕胃
は 子 県 重 事高故幼 は崎 ま宮支可
あど下点 故校防児 県せ 孟正
りもでと 防生止、 交ん 曾月ミ
ま の 展 し 止 な 児 通 広 11
せ 事 開た ど 童 安 VJσ3 
ん故き η に 、 全 |ニ

ほれ 1 よ生推 Qfa 
子どてかる徒進 ヨ， ~佐
ど悲い月 ニ の 県 l 厄亘

も蔭ま対 堕埜 民 2を
な す 策 草署 会 民

事も。 の事 議 u

月 日 実施場所 お よ び時間

4/11伺) 市 tタ又fL 所 10: 00-15 : 00 

12(刈 今村公民館 10:30-10: 45 西部公民館 13:40-14 : 00 

溝陸公民館 11: 00-11・15 陰平下公民館 14:10-14: 30 

三 浦出張所 11: 25 -11 : 50 

13附 平小川 (倉図宅前) 10:00-10:30 上久原公民館 13:00-14 : 30 

鈴田出張所 10: 40-11 : 10 椎池公 民館 14:40-15・00

14附 寿古 公民館 10:00-11 : 00 立福 寺ノ〈ス停 13:20-13:45

福重出張所 11: 10-12 : 00 富の原 2丁目公民館 14: 00-15 : 00 

15幽 微 神堂広場 9: 30-10: 00 池田公民館 13:10-14 : 10 

諏訪公民館 10・15"':"11: 50 堺町公民館 14:20-14・40

16出 植松公民館 9: 30-11 : 00 

1S(月) 中地区住民センター 10: 00-15・00

19ω 野岳 j胡 ノ〈ス停 10:30-11 : 00 松原出張所 13: 00-14 : 00 

東光寺公民館 11・15-11: 30 武留路公民館 14: 10-14 : 30 

20附 竹松出張所 10:00-15: 00 

21(村 黒木ノ〈ス終点 10:00-10 : 15 旧南川内分校下 13・40-13:50 

黒木 小学校 下 10:25-10 : 50 宮代公民館 14:05-14 : 40 

久良原公民館 11: 00-11 : 20 農協萱瀬第 l支所 14:50-15 : 20 

萱瀬 出張 所 13:00-13 : 30 

22幽 大村保健所 10:00-15 : 00 

犬の登録と予防注射日程

※ 12 : 00 -13 : 00は休みます。



(4) 

国
民
寄
金

ι

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

勺む

U
年
度
分
は

4
月
初
日
ま
で
に

お

4
月
は
、
昭
和
町
年
度
分
の
し

め
く
く
り
の
月
で
す
。
日
年
4
月

分
か
ら
保
険
料
を
未
納
し
て
い
る

分
は
、
必
ず
4
月
初
日
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
、
っ
。

4
月
初
日
を
過
ぎ
る
と
お
送
り

し
て
い
る
納
付
書
(
貯
年
度
分
)

で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。
国
庫
納

付
の
納
付
書
が
必
要
と
な
り
、
面

倒
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
万
一
未
納
し
た
ま
ま
事

故
で
障
害
者
や
母
子
家
庭
と
な
っ

た
と
き
、
障
害
年
金
や
母
子
年
金

も
受
け
ら
れ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、

将
来
、
老
齢
年
金
さ
え
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

い
ま
一
度
、
未
納
が
な
い
か
お

確
か
め
下
さ
い
。

お市政だより昭和58年 4月 1日
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戸籍手数料が変りましだ
{'4月1日より〉. 

種 類 金 額

戸籍謄本または抄本の交付 1通 300円

除かれた戸籍謄本または抄本の交付 1通 500円

戸籍に記載した事項に関する証明 1件 200円

除かれた戸籍に記載した事項に関する証明 H牛 300円|

届書もしくは申請の受理の証明書 1通 200同

法令 5号ただし書きの証明書 1通 1，000円

届書などの閲覧 lf牛 200円

※
大
村
線

僕
ら
の
夢
を

乗
せ
て
行
く

不 !燃 物 収 集 日 手霊 表
町 内 名 収集曜日 4月 5月 6月 7月

三浦地区各町内・鈴団地区各町内・乾馬場町・古町 5・6区・
第 1月曜日 4 2 6 4 

古町住宅西

東後久木浦原 ・下目IJ舟津地向 ・場外久浦小岩住舟路宅 ・下久向平原・ 上久原 ・久原官ノ舎木 ・後舟木場住上宅 第 1火曜日 5 ③ 7 5 
場第 2団・ 木・ 原・ ・日 ・上小路・ 須田 ・岩

第 3火曜日 19 17 21 19 

久原団地・本小路・片町第 1・第 2・本町第 1・第 2 第 l水曜日 6 4 1 6 

西本町第 1・第 2・東本町・玖島町 第 3水曜日 20 18 15 20 

三城第 1・第 2・水主町・有楽町・武部・田ノ平・小佐古 第 1木曜日 7 ⑤ 2 7 

大佐古・柴田 ・向陽町・水田 1区・ 三域団地 第 3木曜日 21 19 16 21 

赤佐古 ・旭町団地・ 草場 ・池の坊 ・駅前アパー ト・玖島江迎 ・常盤団地 第 1金曜日 l 6 3 1 

池田 9・10・11区・池田アパート・池田・坂口町・坂口住宅 第 3金曜日 15 20 17 15 

第 1土曜日 2 7 4 2 
上諏訪 ・下諏訪・中諏訪・諏訪 1区 ・諏訪 7・8区・東諏訪

第 3土曜日 16 21 18 16 

荒橋山平本 ・・ 梶水宮計本 ・・徳浦泉1川区内・ 2・松地区尾・南・椎松本池・・大北松多武本・・横久津山頭・寺・雄本ケ原 第 2月曜日 11 9 13 11 
下・ ノ尾・梶ノ尾団

古町 ・水田町・水田 2区 ・杭出津 3区 ・杭出津 4区 第 2火曜日 12 10 14 12 

上-下杭出津 ・辻田・昭和通・西小路 ・新城 第4火曜日 26 24 21 26 

松並 1丁目・中央町 ・乾馬場住宅・松並 2丁目・協和町 第 2水曜日 13 11 8 13 

松山町・ 松山第 2.植松 1・2・3丁目・植松住宅 第 4水曜日 27 25 22 27 

西大村本町第l・第2・桜馬場 1丁目 ・桜馬場第 2・古賀島・森園町 第 2木曜日 14 12 9 14 

今津町・原口町・堺町・原口住宅・富 ノ原 1・2丁目・原口アパート 第 4木曜日 28 26 23 28 

小大宮路小川路田口町本九電町・竹社・松宅鬼橋本・町町黒丸第・竹町ト松第町2・・宮小小路路口1町・ ・2竹・松3住丁宅目・小路口住宅
第 2金曜日 8 13 10 8 

第 4金曜日 22 27 24 22 

第 2土曜日 9 14 11 9 
沖田・寿古・皆同・今富・立福寺・弥勤寺・矢上・草場

第 4土曜日 23 28 25 23 

野田・重井田・北木場・ 今 山・東光寺・北 ・南野岳 ・平原
第 3月曜日 18 16 20 18 

松原野田 ・武留路・乾馬場町・古町 5・6区・古町住宅西

黒木・北 ・南川内・ 久良原・中岳 ・宮代・原 ・荒瀬 ・田下・宮本
第 4月曜日 25 23 27 25 

浦1・2区・北・南松本・ 久津 ・寺本・山下・ 梶ノ尾 ・梶ノ尾団地 ・橋本

Qi=nは祝祭日のため収集は翌日又は翌々日になります。



昭和58年 4月1日勺おおむ市政だより(5) 

※
き
れ
い
な
川
は

人
も
魚
も風

岡
ー劇

団
;県消防学校が落成 (3/15 森園町)

i鉄筋3階建ての校告と、高さ28mの司11練I苔、 80人収容の寄宿舎などがあり、県

:内の消防署員や、消防団員の技能向上の場となります。
に一ー う

る
お
し
ま
す

(4
月
は
河
川
美
化
月
間
)

今清らかな歌声を届けます(川 市民会館)
:大村少年合唱団の第9固定期発表会ガ行れましだ。今回は多良

:見少年合唱団の友情出演もあり、合唱組由 IJJ¥さな兄さん」な

しど、オ 年間の成果を被露しましだ。

全国大会でも頑張ります
ム (3123 福祉センター)

i水声市で開かれる第24回全国少年剣道練成

大会へ出張する剣協チームと微神堂チーム

;ガ来庁。市長から瀕励を受けましだ。
に

;青少年の健全育成を願って
(3/13 コミュニティセンター)) 

;第 T回青少年健全育成研究大会ガ行れ、約

: 350人の出席者は、 5分科会に分れ熱)~\に研

i究討議をし、全体会、講演会と行れました。
にーーー

手話講習会終了式 一一一一一一一一一一一一ー一一一、

(3123 福祉センター)

初級・中級 ・」二級の各コースでT年間受講を続け i

だ73人は、さらに手話を学び続け、 少しでも

社会に役立ちだいと張り切っていましだ。
v 



(6) 勺むお

本
市
に
は
、
昭
和
町
年
4
月
1

日
現
在
で
蜘
人
の
職
員
が
在
職
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
病
院
事

業
加
入
、
ボ
ー
ト
事
業
叫
人
、
下

水
道
事
業
必
人
な
ど
特
殊
な
事
業

に
勤
務
す
る
職
員
も
す
べ
て
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
同
規
模
の
都

市
に
比
べ
て
職
員
数
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

お市政だより昭和58年 4月1日
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

給
与
の
し
く
み

給
与
に
は
、
給
料
(
本
俸
)
と

扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手

当
な
ど
の
手
当
が
含
ま
れ
ま
す
。

給
料
は
初
任
給
基
準
に
基
づ
き
、

学
歴
、
経
験
年
数
に
よ
り
算
定
し

条
例
で
定
め
ら
れ
た
給
料
表
(
仕

事
の
種
類
に
よ
り
行
政
職
、
教
育

職
、
医
療
職
付
、
口
、
日
の
五
種

類
が
あ
り
ま
す
。
)
に
よ
り
決
定

さ
れ
ま
す
。

次
に
給
料
が
上
が
る
要
因
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
と
、
大
別
し
て
定

期
昇
給
と
給
与
改
定
と
が
あ
り
ま

す
。
定
期
昇
給
は
、
一
年
間
良
好

な
成
績
で
勤
務
し
た
実
証
に
基
づ

き
一
号
給
上
位
へ
上
が
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。

給
与
改
定
は
、
一
般
的
に
労
使

交
渉
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
民
間

給
与
と
異
な
り
、
公
務
員
の
場
合

は
、
給
与
に
つ
い
て
の
専
門
的
機

関
で
あ
る
人
事
院
が
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
の
民
間
給
与
と
の
対
比

を
し
て
、
差
が
あ
っ
た
場
合
に
行

な
わ
れ
る
人
事
院
勧
告
を
尊
重
し

て
密
議
さ
れ
る
国
家
公
務
員
の
給

与
改
定
に
準
拠
し
て
給
料
の
引
き

上
げ
を
行
な
う
わ
け
で
す
が
、
こ

れ
を
給
与
改
定
と
い
っ
て
い
ま
す
。

表
の
説
明

一
、
表
川
、

つ
い
て

表
∞
に

こ
の
表
は
、
財
政
的
な
面
か
ら

職
員
の
給
与
を
み
た
も
の
で
、
同

年
度
決
算
で
の
普
通
会
計
に
お
い

て
人
件
費
が
歳
出
に
占
め
る
割
合

を
示
し
た
も
の
が
表

ωで
、
人
件

費
に
は
特
別
職
の
報
酬
や
共
済
組

合
の
事
業
主
負
担
金
な
ど
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

表

ωは
、
日
年
度
予
算
か
ら
み

た
職
員
1
人
当
り
に
要
す
る
経
費

を
み
た
も
の
で
す
。

人件費の状況 (普通会計決算)

区 分 住民基本台帳人口 歳出額(A) 人件費(B) 人件費率/L-A B¥ / 

昭和57年 3月31日現在 千円 千円 % 
昭和56年度

66，546人 14，190，456 3，077，508 21. 7 

、、，z''
a
E

・
，I
1

、

二
、
表
側

i
表

ωに

つ
い
て

こ
れ
ら
の
表
は
、
職
員
の
平
均

給
料
と
初
任
給
の
状
況
を
示
し
た

も
の
で
、
市
に
は
幼
稚
園
の
教
員

職員給与費の状況 (普通会計予算)

給 与 費
1人当り /ABV / 区 分 職員数A
給与費l車合 料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B 

人 千円 千円 千円 千円 千円

昭和57年度
569 1，450，007 224，481 606，368 2，280，856 4，008 

L-____ 

(2) 

(4) (3) 病
院
の
医
師
、
看
護
婦
な
ど
の
職

員
が
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
一
番

多
く
の
職
員
が
受
け
て
い
る
一
般

行
政
職
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

職員の初任給の状況
(昭和57年 4月 1日現在)

一 般 行 政 職
区分

採給用料2年経月過額日初任給

大学卒 112，600円 124，500 円

高校卒 91，500円 98，200 円

職員の平均給料月額及び平均
年令の状況(昭和57年4月1日現在)

一般行政職

平均給料月額 平均年令

円 歳

205，400 37.3 

表
附
は
、
職
員
が
学
校
卒
業
後

す
ぐ
採
用
さ
れ
た
場
合
の
経
験
年

数
別
の
給
料
月
額
を
示
し
た
も
の

で
す
。

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

円 円 円
大学卒 179，400 219，100 265，100 

一般行政職
円 円 円

高校卒 143，700 179，400 219，100 

(5) 

‘. 



昭和58年 4月1日

一
、
表
側
に
つ
い
て

こ
の
表
は
、
一
般
行
政
職
の
職

員
を
給
料
表
上
の
等
級
別
に
み
た

も
の
で
す
。

等
級
別
区
分
は
、
部
長
は
一
等

級
、
課
長
は
一
等
級
ま
た
は
二
等

級
、
以
下
相
当
職
な
ど
が
あ
る
た

め
明
確
に
区
分
で
き
ま
せ
ん
が
、

お
お
む
ね
係
長
は
二
・
三
等
級
、

吏
員
は
経
験
及
び
仕
事
の
責
任
、

困
難
性
な
ど
か
ら
、
二
等
級
か
ら

五
等
級
ま
で
に
お
い
て
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
般
の
事
務
員
、
技

術
員
は
、
お
お
む
ね
五
等
級
並
び

に
六
等
級
と
な
っ
て
い
ま
す
。

園
、
表
的
に
つ
い
て

勺おおむ

期
末
勤
勉
手
当
は
、
一
般
に
ボ

ー
ナ
ス
と
一
一
百
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

給
料
月
額
に
同
表
の
支
給
割
合
を

乗
じ
た
額
が
職
員
に
支
給
さ
れ
ま

す。
退
職
手
当
は
、
退
職
時
の
給
料

月
額
に
一
定
の
支
給
率
を
乗
じ
た

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
支
給
率
は

勤
続
年
数
と
退
職
の
事
由
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
に
は
そ

の
一
部
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

勧
し
よ
う
退
職
の
支
給
率
が
自

己
の
都
合
に
よ
る
退
職
の
支
給
率

市政だより(7) 

に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、

職
員
の
若
返
り
を
進
め
る
た
め
、

あ
る
程
度
の
優
遇
を
行
な
っ
て
退

職
者
を
募
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

か
ら
で
す
。

五
、
表
制
に
つ
い
て

こ
の
表
は
、
市
長
な
ど
三
役
の

給
料
及
び
市
議
会
議
員
の
報
酬
を

示
し
た
も
の
で
す
が
、
こ
の
報
酬

な
ど
は
、
市
内
の
各
種
団
体
な
ど

の
代
表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に

基
づ
い
て
市
議
会
に
よ
り
決
定
さ

れ
、
昭
和
田
年
1
月
1
日
か
ら
改

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〔
注
〕
表

ω、

ω、
日
間
、
附
は
昭

和
町
年
昨
尻
の
給
与
実
態
調

査
に
よ
り
掲
げ
て
い
ま
す
。

行政職の等級別職員数の状況(昭和57年 4月1日現在)

区 分 1等級 2等級 3等級 4等級 5等級 6等級 計

人 人 人 人 人 人 人
職員数 28 168 70 168 22 18 474 

% % % % % % % 
構成比 5.9 35.4 14.8 35.4 4.6 3.9 100.0 

(6) 

状況

期 末・勤勉手当 退 職 手 当

(57年度支給率) (58年度支給率)

期末手当 勤勉手当
自己の都合による退職 勧奨による退職

最高限度額 60月分 82.4175月分
6月期 1.4月分 0.5月分

勤続10年 8.775月分 20.25月分

12月期 1.9月分 0.6月分
勤続20年 24.57月分 42.525月分

3月期 0.5月分
勤続30年 48.2625月分 66.825月分

計 3.8月分 1.1月分 勤続37年 56.30625月分 82.4175月分

の当手員職(7) 

特別職の報酬等の状況

区 分 市 長 助 役 収 入 役 議 長 副 議 長 議 員

円 円 円 円 円 円
報酬 等 575，000 475，000 420，000 300，000 250，000 240，000 

期末 手 当
(57年度支給割合)

6月期1.4月分 12月期1.9月分 3月期 0.5月分計 3.8月分

(8) 



(8) 

保
健
一
コ

E
4
'
t

を
無
料
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

昭
和
四
年
度
か
ら
は
、
マ
マ
ミ

ル
ク
、
粉
ミ
ル
ク
も
支
給
品
目
に

加
わ
り
ま
し
た
。

(
こ
の

2
品
目

の
場
合
は
、
若
干
の
個
人
負
担
が

あ
り
ま
す
)

牛
乳
は
、
家
庭
配
達
を
し
て
も

勺おむ

信自由081男巨
(?w色白@0@(0[3tf5

お市政だより昭和58年 4月1日

ボク、 4っと半分"
今日もママと鬼ごっこ......

妊
娠
し
て
い
る
人
や
お
産
直
後

の
人
及
び
、
赤
ち
ゃ
ん
に
「
母
と

子
の
栄
養
強
化
」
の
た
め
に
牛
乳

料~~無

児月カハ
O歳A

I
E
 

※
子
の
た
め
に

健康診査

~ 無料~

者:昭和56年 9月生まれの幼児が

対象ですが、同年 4月から 8

月生まれで、まだ健康診査を

受けていない幼児も受診して

下さい。

診 査 日 4月15日掛 .21日休)・22日幽

受 付 時 間 :午後 1時-1時30分

場 所 :コミュニテ ィセンタ ー

(市役所横)

持参するもの o母子健康手張

O問診票 (通知書に同封して

あります。)

O お子さんの歯ブラシ

象対

良
い
水
残
そ
う

母
の
手
で

ら
え
る
お
近
く
の
牛
乳
販
売
屈
で
、

マ
マ
ミ
ル
ク
、
粉
ミ
ル
ク
は
、
別

表
の
薬
局
で
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

受
給
で
き
る
人

前
年
分
の
所
得
税
非
課
税
世
帯

の
妊
産
婦
及
び
、
乳
児
。
(
生

活
保
護
世
帯
を
含
み
ま
す
)

受
給
で
き
る
期
間

O
妊
婦
は
、
妊
娠
5
か
月
j
出
産

し
た
月
の
月
末
ま
で

O
産
婦
は
、
出
産
し
た
翌
月
か
ら

3
か
月
間

O
発
育
が
あ
ま
り
良
く
な
い
乳
児

は
、
生
後
4
か
月
目
か
ら
9
か

月
間

受
給
の
手
続
き

母
子
手
帳
と
印
鑑
を
持
っ
て
生

活
環
境
課
衛
生
係
へ
。

薬 局 名 所在地 薬 局 名 所 在 地

山 口 薬 局 岩松郷 イ ワナ ガ 薬 局 乾馬場町

辰 回 薬 ロロロ 玖島郷 諏訪薬局諏訪屑 諏訪2丁目

セイコー ド ー薬局 本町 手口 回 薬 日clロ 池田郷

東 ワ 薬 ロ仁ヨ口 西本町 2丁目 r酉 井 薬 局 古町1丁目

下 田 薬 局 本町 江 原 薬 局 西大村本町

村 井 匙 生 A王μ邑. 本 町 J、 Tご 薬 口cl口 桜馬場 1丁目

島 崎 薬 局 東本町 円リ )11 薬 局 竹松本町

目 村 薬 局 本町 ，h・ じゃ健 康 堂 原口町

幸 盛 堂 薬 局 本町 白 十 寸'*ー・ 薬 房 宮小路 2丁目

マ ルタカ 薬 品部 東本町 石 原 薬 局 一 ノ郷

諏訪薬局 駅前庖 東本町 イワナガ薬局サンマート横庖 東本町

山 崎 薬 ロロロ 西三城町 幸 薬 局 杭出津2丁目

ママミルク・粉ミルクの受給できる薬局

鯉
の
ぼ
り
が

電
線
に
ふ
れ
な
い
よ
う

ご
注
意
下
さ
い

キヂ
さ
わ
や
か
な
初
夏
の
風
物
詩
、

鯉
の
ぼ
り
も
電
線
の
近
く
で
泳

が
せ
る
と
思
わ
ぬ
感
電
事
故
に

つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
事
故

防
止
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
こ

と
に
ご
注
音
い
下
さ
い
。

-
鯉
の
ぽ
り
は
、
電
線
か
ら
十

分
に
離
れ
た
安
全
な
と
こ
ろ

に
立
て
て
下
さ
い
。

-
鯉
の
ぼ
り
の
ポ

l
ル
を
立
て

る
時
、
倒
す
時
は
、
電
線
に

ふ
れ
な
い
よ
う
注
音
叫
し
て
下

さ
い
。

-
万
一

、
鯉
の
ぼ
り
が
電
線
・

電
柱
に
引
っ
か
か
っ
た
場
合

は
、
危
険
で
す
か
ら
自
分
で

取
ら
ず
に
、
九
電
大
村
営
業

所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。



※
耳
と
こ
と
ば
の
相
談
日

(
4
月
日
目
的

昭和58年 4月 1日
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あなたの余暇を役立ててみませんか

早宮百草色

勺おおむ市政だより(9) 

を聞きます

午
後
1
時
(

)

3

時

手
話
講
習
会
を
受
け
て

印
鑑
を
持
っ

て
下
直
接
、
開
講

式
へ
お
い
で
下
さ
い
。

-
永
野
ゆ
み
子
(
松
並
々
l

丁
目
)

手話の練習をする永野さん (中央)

、ご
利
用
下
さ

い
J

一二
J

一一一一一一
福
祉
改
一女

-yl既
成
制
度
一にん一一一一

在
宅
の
精
神
薄
弱
者
(
児
)
、
帳
所
持
者
)

重
度
身
体
障
害
者
(
児
)
の
社
会

O
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者

(身

活
動
の
範
囲
を
広
め
る
と
と
も
に
体
障
害
者
手
帳
i

・
2
級
の
所

福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
持
者
で
車
い
す
を
常
用
し
て
い

タ
ク
シ
ー
助
成
制
度
を
実
施
し
て
る
人
)

い
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
申
し
込

助
成
額
・
回
数

ん
で
下
さ
い
。

1
人
1
回
に
つ
き
捌
円

助
成
対
象
者

年
間
M
回
以
内

O
在
宅
の
精
神
薄
弱
者
(
療
育
手

申
込
先
福
祉
課
福
祉
係

福
祉
セ
ン
タ
ー
)

日日-Jih--子孟三11 達てがタ回週 .・・圃臨， き ー竺ーーーとー」
がみ聞 l る 火 ト ;ヨ・・・・・・』 胡・・・・・‘ ' 
、る こか頃曜 .・・・・圃・・・. 司・・・・・・・・邑楽とえ 、日 i ζ 司-曹司樫_ r""司・・・・.
主以下十 I: 冒臨謂 也 ム 可_ -'1 大
う琴こるをユ後 .・・圃mi・晶弘 司量高崎医指~~・・・・ 1 

長 2451品~圃圃』3E"'"盟国正
習 」を た イ を II'Fc.:U ーーーーい原朝国 琴

の
~ 
目

色
に
ひ
か
れ
て

松
岡
タ
ケ
さ
ん

を
し
て
い
る
の
に
出
合
っ
た
。

松
岡
タ
ケ
さ
ん

(
刊
歳
)
も
メ

ン
バ
ー
の
一
人
だ
。

大
正
琴
を
始

め
た
動
機
に
つ
い
て

H

何
か
自
分

で
楽
器
を
弾
い
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
、
昭
和
田
年
度
の
公
民

⑫ 

(
一
の
郷
〉

館
講
座
で
大
正
琴
教
室
が
あ
る

の
を
知
り
、
さ
っ
そ
く
申
し
込

ん
だ
ん
で
す
よ
H

と
話
し
て
く

れ
た
。さ

ら
に
、
松
岡
さ
ん
は

H

楽

譜
を
読
む
の
に
頭
を
使
い
、
琴

を
弾
く
の
に
手
を
使
う
の
で
、

老
化
防
止
に
も
役
立
ち
ま
す
。

と
笑
っ
て
い
た
。

お
こ
と

こ
れ
ま
で
、
大
琴
の
会
は
老

人
ホ

l
ム
な
ど
に
慰
問
に
行
き
ミ

大
変
嬉
ば
れ
て
い
る
。

レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
、
童
謡
や

ナ
ツ
メ
ロ
か
ら
大
村
音
頭
さ
ら

に
は
、
最
近
の
歌
謡
曲
ま
で
約

ω曲
あ
る
と
い
う
。

5
月
日
日

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
長
崎
の
人
達
と
合
同
演
奏
会

も
開
く。

暇
さ
え
あ
れ
ば
、
大
正
琴
を

弾
く
と
い
う
松
岡
さ
ん
も
、
メ

ン
バ
ー
に
負
け
じ
と
張
り
切
っ

て
い
る
。
そ
の
手
つ
き
は
躍
動

感
に
あ
ふ
れ
で
い
た
。

r!l.: 

福
祉
の
ひ
る
服

耳
と
こ
と
ば
が
不
自
由
な
人
の

福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
人
に
、

手
話
を
習
得
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
講
習
会
で
す
。

日
時

毎
週
水
曜

午
後

6
時

1
8時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受

講

料

無
料

問
合
せ
先

福
祉
課
福
祉
係

開
講
式

4
月
初
日
附
午
後
6
時

内
容

初
級

・
中
級

・
上
級
の
3

コ
ー
ス
が
あ
り
、
初
心
者
の
人

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

私
は
、

2
年
間
講
習
会
を
受
け

て
き
ま
し
た
。

ろ
う
あ
者
の
人
と
の
会
話
で
、

手
話
を
思
い
出
し
ゃ
っ
て
み
て
も

通
じ
な
い
こ
と
ば
か
り

で
し
た
。

で
も
、

一
生
懸
命
や

っ
て
い
く
う
ち
に
身
振

り
手
伝
り
で
気
持
ち
が

通
じ
あ
え
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉

強
し
て
、
少
し
で
も
ろ

う
あ
者
の
人
の
耳
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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登
録
料
無
料

日
吉
田
登
録
の
条
件

vt針
。

ス
ポ
ー
ツ
少

の
V
月

年

団

大

会

な

戸
見
ぺ
ど
(
野
球
、

団
{
バ
ー
(
白

パレ
l
、
ソ

王
U
会
A
l

フ
ト
な
ど
)

少

活

用

へ
の
出
場
は

ツ
E
Y
V
4

主

・
臼
M
U

登
録
者
の
み

が

伝

一

認
め
ま
す
。

ス
{

{

O

日
常
活
動
が

で
き
る
範
囲

内
で
結
成
し
て
下
き
い
。

O
単

一
団
体
で
日
常
活
動
が
で
き

な
い
場
合
は
、
隣
接
す
る
団
体

と
合
併
し
て
登
録
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
部
分
的
に
複
数
の

少
年
団
に
登
録
す
る
こ
と
は
認

め
ま
せ
ん
。

O
締
め
切
り
後
の
登
録
ま
た
は
、

追
加
登
録
は
認
め
ま
せ
ん
が
、

転
入
生
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

※
登
録
用
紙
は
体
育
課
に
あ
り
ま

す。5
月
U
・
日
日
の
少
年
野
球
大

会
に
出
場
さ
れ
る
団
は
、
野
球

申
し
込
み
と
同
時
に
登
録
を
済

ま
せ
て
下
さ
い
。

第
何
回

少
年
野
球
大
会

期
日

5
月
U
日
出
i
日
日
間

場
所
市
営
野
球
場
ほ
か

開
会
式

5
月
U
自
由

午
後
2
時
よ
り

チ
l
ム
編
成
・
対
象

1
チ
l
ム
日
人
以
内

⑨
小
学
生

4
1
6
年
生

⑨
申
学
生
学
年
は
問
い
ま
せ

ん

※
い
づ
れ
も
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単

位
で
編
成
し
て
下
き
い
。

チ
ー
ム
編
成
が
困
難
な
少
年
団

は
、
隣
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
の
合
併
を
認
め
ま
す
。

申
込
期
限

4
月
初
日
出

申
込
・
問
い
合
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

5
月
7
日
出

午
後
2
時
よ
り

市
役
所
第
7
会
議
室

※
競
技
中
の
傷
害
に
つ
い
て
は
応

急
処
置
の
み
行
い
、
主
催
者
は

一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

抽
選
会

婦
人
軟
式
庭
球
数
室

家
庭
婦
人
の
初
心
者
を
対
象
に

聞
き
ま
す
。
健
康
促
進
と
美
容
に

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間4

月
初
日
附
1
6
月
幻
日

ω

毎
週
水
曜
午
前
日
時
1
正
午

場
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定

員

加

入

受
講
料

細川料

※
た
だ
し
、
傷
害
保
険
加
入
金

(三
百
八
十
円
)
を
申
し
込
み

の
時
に
い
た
だ
き
ま
す
。

指

導

者

森
上
吉
郎

(
日
体
協
公

認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
)

申
込
期
限

4
月
日
日
幽

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
体
育
課

市
民硬

式
テ
ニ
ス
大
会

日
時

4
月
口
日
岡

場
所
市
営
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

試
合
方
法

男
・
女
ダ
ブ
ル
ス

6
ゲ

l
ム
先
取

参
加
料

1
組
千
円

申
込
期
限

4
月
刊
日
日

申
込
・
間
合
せ
先

硬
式
庭
球
協
会
事
務
局

(
宮
⑦

γ
0
1
7
3
)

第
叩
田
市
民
オ
リ
工
ン

テ
l
リ
ン
グ
大
会

成

績

A

コl
ス

(
一
般
の
部
、

8
同
)

①
久
保
田
要
組
②
吉
崎
達
也

組
③
相
川
幸
敏
組
、
江
口
勝

彦
組

B

コl
ス

(中
学
の
部
、

6
同
)

①
俵
幸
男
組
②
森
敏
彦
組

③
山
口
隆
智
組

C

コl
ス

(家
族
の
部
、

5
凶
)

①

一
瀬
博
組
②
井
村
憲
司
組

③
藤
村
修
二
組

!
辱
ι
ζ
.、

線
刻
不
動
明
王
の
板
碑

ー
鎌
倉
初
期
の
も
の
か
|

県
下
で
も
、
最
も
百
い
不
動

明
王
の
線
刻
板
碑
が
あ
る
。

仙
教
文
化
ガ
華
ひ
ら
い
芝
福

重
、
松
原
、
竹
松
地
区
は
七
山

十
坊
に
奉
仕
す
る
人
や
近
く
の

郷
村
か
ら
集
ま
る
人
達
で
賑
つ

だ
と
い
う
。

そ
の
頃
の
文
化
を
教
え
て
く

れ
る
も
の
が
少
な
い
中
で
、
こ
の

H

板
碑
H

は
、
わ
ず
か
に
そ
の

名
残
り
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

場
所
は
、
部
副
寺
公
民
館
の
敷
地
内
に
あ
る
が
、
同
郷
の
古
老

は
「
昭
和
の
初
期
に
、
部
落
民
の
集
ま
る
場
所
ガ
な
い
だ
め
、
傾

斜
地
で
あ
つ
だ
こ
の
地
を
平
地
に
し
だ
。
昭
和
何
年
頃
、
道
の
伍

張
な
ど
で
こ
の
板

碑
の
そ
ば
ま
で
道

ガ
き
だ
訳
で
す
。

私
の
少
年
時
代
か

ら
こ
の
板
碑
は
あ

り
ま
し
だ
」
と
語

っ
て
く
れ
定
。
専

門
家
の
調
査
で
は
、

鎌
書
時
代
の
も
の

と
い
う
。

中
世
を
見
る
唯

一
の
資
料
で
は
な

か
ろ
う
か
。

h

い
ず
れ
ず
⑬
j
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中地区公民館

斜里j~~ゴ1J~
4月28目。特.-Z:.，so日働中地区公民館〉

午前 9 時~午後 4 時30分l初日 ~4時まで)

参加グループ墨影会(南画)一水彩クラブ、紙粘土人形、

フランス刺しゅう 、フラ ワーヂザイ ン、手あみ、峰友会

(書道)、 中地区俳句会、和栽、着付、山茶花 (生花)

さっき(生花)、あぎみ(料理)、茶道 (28日茶実会、

29日茶の湯、 30日やすらぎ)

バザー あき恨み(マドレーヌほか)、和裁、フラワーデ

ザイン、フランス刺しゅう、紙粘土人形

問合せ先 中地区公民館 (宮③一1376)

~海狸Xイ
4月9B昨 さ10日{現 -~:
F・F広場〈市立歯車館償).

バザー 9日 1-6: 00より
映写会ザイルカと少草歩一9白、よ1!f=.60-20: 00'". 
臨場対抗取合戦 10日 11 : 00より

※出場者募集

3人1組で15組〈先着順〉

申し込みは商工会議所〈宮③-4222)ヘ
カラオケ大会 10日14:00より

花のコンテスト 出庖 〈花の即売、金魚すく

いほか〉

勺おおむ市政だより

第4回

、、z，，r
-EE--

.，E
A
 

，，I
‘、

し

v

e

-

ク

す
一

~

サ

の

ま
ど

集

て

ブ

な

募

し

一

ブ

を

ル
ラ
=
貝

ゲ

ク

会

①
大
村
音
楽
同
好
会

市
内
の
人
を
中
心
に
結
成
し
て

い
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
「
ビ
ッ

グ
・
カ
ン
ト
リ
ー

・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
で
す
。

楽
器
演
奏
に
興
味
の
あ
る
人
ご
連

絡
下
き
い

練
習
日
毎
週
火
・

金
曜

午
後
7
時

i
m時

場

所

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先

宮
①
了

9
6
0
9
(今
回
)

①
大
村
市
合
気
道
会

練

習

日

毎

週
月

・
水

・
金
曜

午
後
6
時
j
8
時

少
年
部
は
午
後
7
時
ま
で

場
所
市
武
道
館
1
階

対
象
老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

(
未
修
学
児
を
除
き
ま
す
)

申
込
先

直
接
練
習
場
ま
た
は
、

合
気
道
会
事
務
局
)

(
宮
市

V
1
0
2
7
3
)
へ

①
太
極
挙
愛
好
会

練
習
日

毎
週
火

・
土
曜

午
後
7
時
i
8
時
却
分

場
所

武
道
館
2
階

対

象

一

般

会
費

八
百
円

申
込
先

直
接
練
習
場
又
は
大
極

挙
愛
好
会
事
務
局

(
岱
②

l
2

9
3
9
)

へ。

①
陶
芸
同
好
会

あ
な
た
も
や
き
も
の
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

定

例

日

毎

週
火
曜

午
後
6
時
泊
分
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
・
問
合
せ
先

宮
③
|
1
4
1
9
(本
多
)

午
後
5
時
以
降
に
連
絡
下
さ
い
。

①
大
村
子
ど
も
劇
場

子
ど
も
達
の
豊
か
な
成
長
を
願

い
、
す
ぐ
れ
た
生
の
舞
台
芸
術
の

鑑
賞
と
キ
ャ

ン
プ
な
ど
の
白
、
王
宿

動
を
二
本
の
柱
に
活
動
中
で
す
。

入
会
金

1
人
百
円

会
費

毎
月
1
人
七
百
円

※
子
ど
も
も
大
人
も
同
額
で
す
。

対
象

4
歳
以
上

申
込
・
問
合
せ
先

大
村
子
ど
も
劇
場
事
務
局

(
宮
市
甲

l
7
0
6
3
)

※
青
年
部
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
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入
権

j
j
j

公

~ 

~ 

昭和58年 4月 1日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

市
税
滞
納
に
よ
リ
差
押
、
え
た
電

話
加

J

人
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

4
月
8
日
幽

午
後
1
時
却
分

場

所

市

役
所
第
2
会
議
室

方
法

一
般
競
争
入
札

代
金
納
付
期
限

当
日
即
納

持
っ
て
く
る
も
の
印
鑑

物

件

大

村

局

宮
③
4
1
3
2

宮
③
5
2
1
1

8
④
0
2
2
8
 

8
④
1
5
0
7
 

2
③
7
4
0
0
 

2
④
1
8
8
1
 

E
④
2
0
5
6
 

2
④
2
5
7
1
 

2
④
1
7
6
3
 

問
合
せ
先

税
務
課
収
納
係

※
こ
の
お
知
ら
せ
は
3
月
お
日
現

在
で
す
。
公
売
開
始
ま
で
に
完

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。

代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状
を

ご
持
参
下
き
い
。

公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
消

し
ま
す
。

b封
書
譜
留
軍
需
議
域
行村
艇
長
諮
問
穏
謡
議
議
討
議
詰
努
祖
簿
記
掃
謡
曲
修

…危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日

6
月
5
日
日

試
験
種
目

。
乙
種
四
類
の
み

O
丙
種

申
込
期
間

4
月
日
日
開

j
n
日
幽

申
込
・
問
合
せ
先

消
防
署
危
険
物
係

(宮
⑦
γ
14
1
3
8
)霊;

期
間

5
月
1
日
月

(使
用
は
翌

年
2
月
末
ま
で
可
能
)

場
所

放
虎
原
斬
罪
所
跡
前

(松
並
二
丁
目

二

四
二
!
こ

区
画

m区
画

(1
区
画
3
坪
)

参
加
料

1
区
画
千
五
百
円

申
込
期
限

4
月
初
日
出

先
着
順

申
込
方
法
電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ

で
大
村
青
年
会
議
所

(干
蹴
杭

s

，、，eLf
象
叫

d
g
d
Ja

h

6

出
津

一
丁
目
前

9
1
)

へ

宮
⑦
了

6
3

⑨
シ
ー
ケ
ン
ス

水
面
制
御

期
間

毎 5
週月
月 2
曜日

明)

30 
日
開)

時
間午

後
5
時
初
分
j
8
時
却
分

教
材
費
千
円

申
込
期
限

4
月
初
日
出

定

員

叩

人

⑨
ガ
ス
切
断溶

接
初
級

期
間

5
月
刊
日

ω
i
n日
閃

毎
週
火
・
木
曜

時
間午

後
5
時
却
分
j
8
時
初
分

教
材
費

二
千
五
百
円

申
込
期
限

4
月
却
日
同

定

員

初

人

⑨
申
込
先

(
シ
ー
ケ
ン
ス
水
面
制

御
、
ガ
ス
切
断・
溶
接
と
も
)

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

(干
制
諌
早
市
小
船
越
町

二

一三

宮
諌
早
A
Wー

2
3
2
3
)

一
一
総
理
府
主
催
事
業
一
一1
2
i↓

一
団

募
貝

事
業
名
・
募
集
人
員
(県
内
割
当
)

青
年
海
外
派
遣
、
日
本
・
中
国

親
善
交
流
事
業

2
つ
の
事
寺
市
で
1
人

青
年
の
船

3
人

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

全
国
で
お
人

申
込
期
限

4
月
日
日
開

申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

※
申
込
書
は
社
会
教
育
課
に
あ
り

ま
す
。

、~ .. ' 
.t 

集

義
務
男
5
9
3『

9
3
3
0
3
2
3

君
愛
扇

c
-
2
3色

C
C

むき
η
0
5
目
差

一¥?ι
凡退
L
J
敬
称
略

亡
母
の
ぶ
)
三
十
万
円

一

マ
勢
戸
翠
(
竹
松
本
町
・
亡
父
一

社

会

福

祉

協

議

会

へ

留

一
)
百
万
円

一

マ
吉
村
重
利

(
田
下
郷

・
亡
父

2mm寄
付

〆
敬

称

略

一

百
記
)
十
万
円

?

一

一

マ
小
野
望
人
(
陰
平
郷

・
亡
父

社

会

福

祉

協

議

会

へ

一

源

次

)

十

万

円

マ

船

本

語

(

県

営

久

原

団

地

)
一

マ
佐
藤
エ
ミ

(諏
訪

一
丁
目

・

一
万
七
千
五
百
円

一

亡
夫
利
市
)
十
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
一

マ
三
谷
繁
男

(松
並
二
丁
目

・

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)

一

+

亡
妻
ハ
ナ
)
三
万

円

大

村

子

供

の

家

へ

二
万
三
百

…

一
マ
浅
田
幸
男
(
杭
出
津
一
丁
目
三
円

一

…

亡

母
ス

ミ

エ

)

三

万

円

マ

笠

井

忠
男

(
西
三
城
町
)
大

一

一
マ
福
山
清
六

(久
原
郷

・
亡

五

村

子

供

の

家

へ
三
万
六
千
五

一

一

女
横
井
マ
サ
子
)
三
万

円

百

五

十

円

一

一
マ
福
島
秀
樹

(赤
佐
古
町

・
亡

マ
小
佐
古
老
人
ク
ラ
ブ
天
寿
会
一

…

姉

ツ
ヤ
)
三
万
円

1
泉
の
里
へ

一
万
円
、
み
か
一

一
社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

ん
2
箱

…

一
マ
古
賀
ハ
ル
(
古
町
二
丁
目
・亡

マ
松
原
老
人
ク
ラ
ブ
北
部
福
寿

一

一
夫
常
吉
)
泉
の
里
へ
三
万
円
会

1
泉
の
里
へ
タ
オ
ル
U
本
…

一

文

化

基

金

へ

石

け
ん
必
個
ほ
か

一

一
マ
勢
戸
翠

(竹
松
本
町
・
亡
父

マ
田
中
み
ど
り
(
武
部
町
)老
人

一

…

留

二
百
万
円

福

祉

セ

ン
タ
ー
へ
置
炉
1
個

…

…

市

立

図

書

館

へ

総

合

福

祉

セ

ン

タ

ー

へ

一

…
マ
牛
嶋
タ
ケ
ノ
(
古
町
1
丁
目
・
マ
大
村
市
盆
栽
愛
好
親
和
会

1
一

一

亡
+
在
口
)
図
書
、
美
術
年
鑑
親
和
会
叩
周
年
記
念
と
し
て
一

一

ほ
か
日
冊

(
七
万
円
相
当
)
犬
つ
げ
1
本

一

一

福

祉

基

金

へ

一

一
マ
鈴
田
正
寛
(
西
大
村
本
町
・

発、
、ぎ
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